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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
累計期間

第48期
第２四半期連結
会計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

第48期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 11,733,49121,928,9906,831,80311,493,38229,253,509

経常利益（△は損失）（千円） △237,3951,359,955△263,233 805,289 338,746

四半期（当期）純利益　　　　（△は

損失）（千円）
△92,299 797,328△94,589 453,402 75,119

純資産額（千円） － － 16,870,18017,427,84717,159,047

総資産額（千円） － － 34,181,49237,830,60337,086,445

１株当たり純資産額（円） － － 2,727.162,799.732,752.27

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円）
△17.71 152.99 △18.15 87.00 14.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 41.6 38.6 38.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
715,215 719,987 － － 2,568,506

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,660,069△1,642,403 － － △3,077,278

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
46,824 869,149 － － △66,255

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,534,1962,749,1452,867,678

従業員数（人） － － 2,200 2,433 2,325

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第49期第２四半期連結累計期間、第49期第２四半期連結会計期間及び第48期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

第48期第２四半期連結累計期間及び第48期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 2,433(160)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループ内からグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ内への

出向者を含むほか、常用パート・嘱託契約社員を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（人材派遣会社から

の派遣社員、季節工を含みます。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 401 (24)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から他社への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パート・嘱託

契約社員を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（人材派遣会社からの派遣社員、季節工を含みます。）は、

当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは自動車部品のメーカーとして、自動車部品事業以外に事業の種類がないため、投資情報の有用性の観

点から拠点の所在地域別セグメントに代えて、事業の種類別に記載しております。

　

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

自動車部品事業（千円） 7,836,116 146.7

合計（千円） 7,836,116 146.7

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

自動車部品事業（千円） 1,426,796 228.7

合計（千円） 1,426,796 228.7

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類の名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

自動車部品事業 11,277,226 157.8 3,887,389 139.0

合計 11,277,226 157.8 3,887,389 139.0

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントに代えて、製品の品目分類ごとに示すと、次のとおりでありま

す。

品目分類の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

駆動・伝達及び操縦装置部品（千円） 5,068,198 174.7

エンジン部品（千円） 3,347,079 205.6

ベアリングその他（千円） 3,078,105 133.7

合計（千円） 11,493,382 168.2
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　（注）１．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

現代自動車株式会社 560,701 8.2 1,028,423 8.9

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における経済状況は、世界経済の減速と国内の政策効果の息切れが重なり、金融危機後

の回復基調が停滞しつつあります。また、自動車業界におきましても、新興国需要の拡大が続く一方で、為替変動に

よる輸出競争力の低下や需要刺激策の反動などによる悪影響が懸念されております。

　このような環境の中、当社グループは、引き続き新車用部品・補修用部品の両市場において販売強化に努め、主に

韓国や欧州の新車用部品市場における需要の拡大に対応して生産体制を増強していきました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高が11,493百万円（前年同四半期比68.2％増）となり、営業

利益は807百万円（前年同四半期営業損失99百万円）、経常利益は805百万円（同経常損失263百万円）、四半期純利

益は453百万円（同四半期純損失94百万円）となりました。

　主要な品目分類別の販売状況を説明しますと、次のとおりであります。

　駆動・伝達及び操縦装置部品部門は、欧州向けユニバーサルジョイントや韓国新車用部品市場におけるバルブス

プール、等速ジョイントの販売が増加したことなどにより、売上高は5,068百万円（前年同四半期比74.7％増）とな

りました。

　エンジン部品部門は、補修用部品市場におけるウォーターポンプの販売増加などにより、売上高は3,347百万円

（同105.6％増）となりました。

　ベアリングその他部門は、韓国子会社が生産するテンショナー・アイドラー・ベアリングの新車用・補修用部品

両市場での販売が増加したことなどにより、売上高は3,078百万円（同33.7％増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。

　当社は、製造、販売体制を基礎とした拠点の所在地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「米国」、

「韓国」、「中国」及び「タイ」の５つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、自動車部品を製

造、販売しております。

①日本

　海外補修用部品市場における販売や欧州向けの新車用部品の輸出が回復したことなどの結果、売上高3,182百万

円、セグメント利益209百万円となりました。

②米国

　連結子会社のGMB NORTH AMERICA INC.において補修用ウォーターポンプの販売が増加したことなどの結果、売上

高1,561百万円、セグメント利益12百万円となりました。

③韓国

　連結子会社のGMB KOREA CORP.において韓国自動車メーカーや系列部品メーカー向けの販売が増加したことなど

の結果、売上高6,403百万円、セグメント利益414百万円となりました。
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④中国　

　連結子会社２社の製造拠点において生産量の改善や生産性向上に努めるなどした結果、売上高237百万円、セグメ

ント利益122百万円となりました。

⑤タイ

　中国同様、製造拠点において生産量の改善や生産性向上に努めるなどした結果、売上高42百万円、セグメント利益

53百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利益

が782百万円（前年同四半期税金等調整前四半期純損失266百万円）、短期・長期借入金と社債発行による資金調達

額が854百万円増加（前年同四半期比88.5％増）するなど収入が増加する一方で、仕入債務の減少額が673百万円

（前年同四半期は666百万円の増加）、有形固定資産の取得による支出が934百万円（前年同四半期比11.7％増）と

なるなどの結果、期末残高は214百万円増加して2,749百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は389百万円（前年同四半期比22.7％増）となりました。これは主に、税金等調整前

四半期純利益が782百万円（前年同四半期税金等調整前四半期純損失266百万円）、減価償却費が579百万円（前年

同四半期比14.5％増）となった一方で、仕入債務の減少額が673百万円（前年同四半期は666百万円の増加）となっ

たことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は860百万円（前年同四半期比7.6％減）となりました。これは主に、設備投資による

有形固定資産の取得による支出が934百万円（同11.7％増）、定期預金の取崩による収入が55百万円（前年同四半

期は36百万円の支出）となったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は820百万円（前年同四半期比110.3％増）となりました。これは主に、短期・長期借

入金と社債発行による資金調達額が854百万円増加（同88.5％増）したことなどによるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動　

　当第２四半期連結会計期間における当社の研究開発費は421千円であります。また、GMB KOREA CORP.における既存

製品の改良等に伴う開発費は51,097千円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成22年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年11月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,212,440 5,212,440
大阪証券取引所

　（市場第二部）

単元株式数

100株

計 5,212,440 5,212,440 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 5,212,440－ 838,598 － 988,000

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

松岡　信夫 大阪府八尾市 1,096 21.04

松岡　登志夫 大阪府八尾市 700 13.44

松岡　光子 大阪市天王寺区 416 8.00

松岡　百合子 大阪府八尾市 299 5.75

ＧＭＢ従業員持株会 奈良県磯城郡川西町大字吐田150-3 290 5.56

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 220 4.23

松岡　弘枝 大阪府八尾市 122 2.35

飯野　達人 千葉県我孫子市 100 1.92

金本　順子 大阪府八尾市 98 1.89

松岡　祐吉 大阪府八尾市 71 1.36

計 － 3,416 65.54
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,208,900 52,089 －

単元未満株式 普通株式　　  　2,840 － －

発行済株式総数 5,212,440 － －

総株主の議決権 － 52,089 －

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＧＭＢ株式会社
奈良県磯城郡川西町

大字吐田150番地３
700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,238 1,188 1,244 1,200 1,230 1,113

最低（円） 1,081 925 1,020 1,095 1,006 1,000

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,970,796 4,102,621

受取手形及び売掛金 6,560,002 5,742,440

商品及び製品 2,864,761 3,091,880

仕掛品 3,230,955 3,223,838

原材料及び貯蔵品 1,699,677 1,516,163

未収還付法人税等 2,732 2,555

繰延税金資産 230,116 196,355

その他 869,780 732,391

貸倒引当金 △70,304 △62,822

流動資産合計 19,358,517 18,545,424

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,563,143 3,579,213

機械装置及び運搬具（純額） 7,204,844 7,084,014

土地 5,255,980 5,404,063

建設仮勘定 625,974 621,515

その他（純額） 307,675 309,603

有形固定資産合計 ※1
 16,957,617

※1
 16,998,411

無形固定資産

のれん 13,731 27,462

その他 210,350 217,292

無形固定資産合計 224,082 244,755

投資その他の資産

投資有価証券 711,305 711,239

繰延税金資産 312,739 319,090

その他 297,426 305,545

貸倒引当金 △31,085 △38,020

投資その他の資産合計 1,290,385 1,297,854

固定資産合計 18,472,085 18,541,020

資産合計 37,830,603 37,086,445
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,559,916 5,203,332

短期借入金 5,058,718 4,511,660

1年内返済予定の長期借入金 1,884,597 2,384,930

1年内償還予定の社債 60,000 －

未払法人税等 179,134 41,084

繰延税金負債 205,366 163,481

賞与引当金 147,010 140,678

製品保証引当金 206,238 171,576

関係会社整理損失引当金 114,262 75,967

その他 2,298,175 1,898,383

流動負債合計 14,713,421 14,591,095

固定負債

社債 940,000 500,000

長期借入金 2,561,479 2,396,711

繰延税金負債 53,000 40,963

退職給付引当金 1,339,236 1,470,106

役員退職慰労引当金 235,600 242,400

訴訟損失引当金 74,267 81,746

負ののれん 81,631 96,473

その他 404,118 507,900

固定負債合計 5,689,334 5,336,301

負債合計 20,402,755 19,927,397

純資産の部

株主資本

資本金 838,598 838,598

資本剰余金 988,000 988,000

利益剰余金 14,689,198 13,970,044

自己株式 △1,694 △1,694

株主資本合計 16,514,102 15,794,948

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,489 546

為替換算調整勘定 △1,914,375 △1,451,594

評価・換算差額等合計 △1,922,864 △1,451,048

少数株主持分 2,836,609 2,815,146

純資産合計 17,427,847 17,159,047

負債純資産合計 37,830,603 37,086,445
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 11,733,491 21,928,990

売上原価 10,096,209 17,638,067

売上総利益 1,637,282 4,290,923

販売費及び一般管理費 ※
 1,856,570

※
 2,645,599

営業利益又は営業損失（△） △219,288 1,645,324

営業外収益

受取利息 8,359 6,496

為替差益 51,172 －

受取保険金 11,137 6,401

負ののれん償却額 21,445 14,842

その他 39,587 29,542

営業外収益合計 131,702 57,281

営業外費用

支払利息 108,970 133,870

手形売却損 24,569 97,258

為替差損 － 89,693

持分法による投資損失 － 12,019

その他 16,269 9,807

営業外費用合計 149,809 342,650

経常利益又は経常損失（△） △237,395 1,359,955

特別利益

固定資産売却益 2,193 4,327

持分変動利益 1,221 －

負ののれん発生益 － 12,269

特別利益合計 3,415 16,596

特別損失

固定資産売却損 1,952 339

固定資産除却損 1,764 6,352

投資有価証券評価損 1,607 －

役員退職慰労金 1,600 5,700

関係会社整理損失引当金繰入額 － 40,707

特別損失合計 6,925 53,099

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△240,906 1,323,452

法人税等 △194,893 194,724

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,128,727

少数株主利益 46,286 331,399

四半期純利益又は四半期純損失（△） △92,299 797,328
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 6,831,803 11,493,382

売上原価 5,910,995 9,276,506

売上総利益 920,807 2,216,875

販売費及び一般管理費 ※
 1,020,731

※
 1,409,710

営業利益又は営業損失（△） △99,923 807,164

営業外収益

受取利息 4,562 3,223

為替差益 － 82,747

受取保険金 － 6,401

負ののれん償却額 7,421 7,421

その他 16,694 13,640

営業外収益合計 28,677 113,433

営業外費用

支払利息 54,493 56,083

手形売却損 14,204 49,668

為替差損 110,010 －

持分法による投資損失 － 5,682

その他 13,278 3,874

営業外費用合計 191,987 115,308

経常利益又は経常損失（△） △263,233 805,289

特別利益

固定資産売却益 521 2,571

負ののれん発生益 － 7,394

特別利益合計 521 9,965

特別損失

固定資産売却損 513 270

固定資産除却損 449 5,493

投資有価証券評価損 1,607 －

役員退職慰労金 1,600 5,700

関係会社整理損失引当金繰入額 － 21,126

特別損失合計 4,170 32,589

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△266,882 782,665

法人税等 △175,207 138,229

少数株主損益調整前四半期純利益 － 644,436

少数株主利益 2,914 191,033

四半期純利益又は四半期純損失（△） △94,589 453,402
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△240,906 1,323,452

減価償却費 963,004 1,100,812

のれん償却額 13,731 13,731

負ののれん償却額 △21,445 △14,842

負ののれん発生益 － △12,269

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22,732 9,274

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,869 6,331

退職給付引当金の増減額（△は減少） 110,074 △17,505

製品保証引当金の増減額（△は減少） △29,014 48,521

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － 38,295

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） － △7,478

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,600 △6,800

受取利息及び受取配当金 △9,017 △7,184

支払利息 108,970 133,870

為替差損益（△は益） △137,974 92,469

投資有価証券評価損益（△は益） 1,607 －

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,524 △1,482

無形固定資産除売却損益（△は益） － 3,847

持分法による投資損益（△は益） － 12,019

売上債権の増減額（△は増加） △624,994 △1,166,421

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,398 △315,928

仕入債務の増減額（△は減少） 632,972 △329,387

その他 △24,221 △30,508

小計 755,174 872,816

利息及び配当金の受取額 5,182 13,867

利息の支払額 △118,231 △140,808

法人税等の支払額 － △25,887

法人税等の還付額 73,090 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 715,215 719,987
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △928,873 △968,354

定期預金の払戻による収入 804,922 942,922

有形固定資産の取得による支出 △1,158,705 △1,582,468

有形固定資産の売却による収入 13,452 15,269

無形固定資産の取得による支出 △52,666 △11,798

投資有価証券の取得による支出 △109,491 △42,153

投資有価証券の償還による収入 1,235 379

貸付けによる支出 △255,804 －

貸付金の回収による収入 4,444 752

その他 21,416 3,047

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,660,069 △1,642,403

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,016,960 4,996,179

短期借入金の返済による支出 △3,682,821 △4,130,762

長期借入れによる収入 1,760,000 1,148,627

長期借入金の返済による支出 △1,387,482 △1,447,776

セール・アンド・リースバックによる収入 403,296 1,652

リース債務の返済による支出 △273,400 △67,107

社債の発行による収入 300,000 500,000

配当金の支払額 △65,146 △78,174

少数株主への配当金の支払額 △24,549 △53,487

自己株式の取得による支出 △31 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 46,824 869,149

現金及び現金同等物に係る換算差額 45,883 △65,265

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △852,145 △118,533

現金及び現金同等物の期首残高 3,630,417 2,867,678

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △244,075 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,534,196 2,749,145
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （1）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関

する当面の取扱い」の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会

計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　　これによる当第２四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　 （2）資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　　これによる当第２四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　 （3）企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会

計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会

計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事

業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26

日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月

26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用

しております。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

18,595,997千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

18,264,214千円

　２　（手形割引高） 　２　（手形割引高）

受取手形割引高 2,447,296千円 受取手形割引高 2,364,075千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

荷造発送費 211,015千円

給与 475,401

賞与引当金繰入額 23,808

製品保証引当金繰入額 1,763

貸倒引当金繰入額 11,058

退職給付費用 15,093

役員退職慰労引当金繰入額 12,400

のれん償却額 13,731

荷造発送費 378,243千円

給与 571,476

賞与引当金繰入額 26,047

製品保証引当金繰入額 81,792

貸倒引当金繰入額 9,274

退職給付費用 31,232

役員退職慰労引当金繰入額 12,200

のれん償却額 13,731

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

荷造発送費 123,530千円

給与 258,876

賞与引当金繰入額 13,262

製品保証引当金繰入額 29,406

貸倒引当金繰入額 10,834

退職給付費用 26,209

役員退職慰労引当金繰入額 6,000

のれん償却額 6,865

荷造発送費 214,140千円

給与 292,698

賞与引当金繰入額 15,957

製品保証引当金繰入額 74,405

貸倒引当金繰入額 5,305

退職給付費用 4,832

役員退職慰労引当金繰入額 6,700

のれん償却額 6,865
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成21年９月30日現在）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金 3,724,089

預入期間３ヶ月超の定期預金 △1,189,893

現金及び現金同等物 2,534,196

 

 （千円）

現金及び預金 3,970,796

預入期間３ヶ月超の定期預金 △1,221,650

現金及び現金同等物 2,749,145

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年

９月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  5,212,440株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 783株

　３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月18日

定時株主総会
普通株式 78,174 15.00 平成22年３月31日 平成22年６月21日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月１日

取締役会
普通株式 78,174 15.00 平成22年９月30日 平成22年12月７日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当社グループは自動車部品のメーカーとして、同一セグメントに属するウォーターポンプ及びユニバーサル

ジョイント等の製造、販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 2,182,868705,9093,943,0246,831,803 - 6,831,803

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,065,057 4,600 1,368,1132,437,770(2,437,770) -

計 3,247,925710,5105,311,1389,269,573(2,437,770)6,831,803

営業利益

（または営業損失（△））
△37,840 △24,591 39,612 △22,818 (77,105)△99,923

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 4,039,4911,337,3196,356,68011,733,491 - 11,733,491

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,859,935 6,869 2,437,5834,304,388(4,304,388) -

計 5,899,4261,344,1888,794,26416,037,879(4,304,388)11,733,491

営業利益

（または営業損失（△））
△139,180△41,228 23,625△156,783 (62,504)△219,288

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1)アジア・・・韓国、中国、タイ

(2)北米・・・・アメリカ

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）
 アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,985,922 1,021,902 915,691 5,923,517

Ⅱ　連結売上高（千円） - - - 6,831,803

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
58.3 15.0 13.4 86.7

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）
 アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 6,678,488 1,839,569 1,575,783 10,093,842

Ⅱ　連結売上高（千円） - - - 11,733,491

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
56.9 15.7 13.4 86.0

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しています。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）アジア・・・韓国、中国、タイ等

(2）北米・・・・アメリカ、カナダ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、自動車部品を製造、販売しており、国内においては当社が、海外においては米国、韓国、中国、タイの

現地法人が、それぞれ独立した経営単位として、取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展

開しております。

　したがって、当社は、製造、販売体制を基礎とした拠点の所在地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「米国」、「韓国」、「中国」及び「タイ」の５つを報告セグメントとしております。各報告セグメン

トでは、自動車部品を製造、販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

（単位：千円）

 日本 米国 韓国 中国 タイ 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への売上高 6,249,4642,875,31812,300,471450,82699,33421,975,415△46,42421,928,990

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,016,951 645 1,188,2762,505,2001,606,1267,317,201△7,317,201 -

計 8,266,4162,875,96413,488,7482,956,0261,705,46129,292,616△7,363,62621,928,990

セグメント利益 371,63956,971904,128243,049138,4361,714,225△68,9011,645,324

（注）１．外部顧客への売上高の調整額△46,424千円は、内部売上高で消去できなかった取引差額であります。また、セ

グメント利益の調整額△68,901千円は、セグメント間取引消去9,402千円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△78,303千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

（単位：千円）

 日本 米国 韓国 中国 タイ 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への売上高 3,182,1981,561,6966,403,254237,70042,48911,427,33966,04311,493,382

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
975,936 188 598,8001,337,241799,8103,711,976△3,711,976 -

計 4,158,1341,561,8847,002,0551,574,942842,29915,139,316△3,645,93311,493,382

セグメント利益 209,72512,914414,823122,78453,917814,164△6,999 807,164

（注）１．外部顧客への売上高の調整額66,043千円は、内部売上高で消去できなかった取引差額であります。また、セグ

メント利益の調整額△6,999千円は、セグメント間取引消去33,315千円及び各報告セグメントに配分していな

い全社費用△40,315千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,799.73円 １株当たり純資産額 2,752.27円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 17.71円 １株当たり四半期純利益金額 152.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（△は損失）（千円） △92,299 797,328

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益　　　　　　　　（△は損

失）（千円）
△92,299 797,328

期中平均株式数（株） 5,211,702 5,211,657

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 18.15円 １株当たり四半期純利益金額 87.00円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（△は損失）（千円） △94,589 453,402

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益　　　　　　　　（△は損

失）（千円）
△94,589 453,402

期中平均株式数（株） 5,211,698 5,211,657

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成22年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………78,174千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月７日

　（注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

    

   平成21年11月６日

ＧＭＢ株式会社    

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 白井　弘　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関口　浩一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＧＭＢ株式会社の平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＧＭＢ株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

    

   平成22年11月５日

ＧＭＢ株式会社    

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 白井　弘　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関口　浩一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＧＭＢ株式会社の平

成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＧＭＢ株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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